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概要：近年，キャリア教育では，学生の入学から卒業までの学び全体の過程を可視化できる e ポー
トフォリオの活用が期待されている．本研究では，キャリア教育における人間力の育成に向けた

ICT の活用による教育サービスの検討を目的とし，学生の人間力（学習動機・学習観・精神的回復
力・基礎学力）とその向上への助言を定期的な自己診断テストから分析し，自分自身をメタ認知し，

経年的変化や他者との比較も含めた可視化ができる eポートフォリオを開発する． 
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1 はじめに 
近年，学士課程の質保証に代表される学生の能

力向上の支援が大学教育の大きなテーマになりつ

つある．こうした支援のためには，学生が自らの

特性の変化や能力の成長度合いを確認し，時には

上級生や卒業生の情報も参考にしながら，自らの

目標や将来に向けた学びを主体的に計画・実施し

ていくことが重要である．また，大学がこうした

学びの過程を把握した上で，学生にアドバイジン

グをしていくことも重要である．このための手法

のひとつとして e ポートフォリオの活用が注目さ
れている．e ポートフォリオでは，授業内外の学
習，ひいては課外活動を通じた学生の成果物（レ

ポート，作品，学習履歴のほか，リフレクション

や自己・他者評価の結果など）が蓄積され，学生

の経年的な学びの過程として確認をすることもで

きる．先進的な大学では，e ポートフォリオを活
用した適職・企業マッチングの支援や教員のアド

バイジングの支援も検討されている[1][2]． 
筆者らは，ICTによる大学全体の学びを支援す

る教育サービスの検討を目的とした研究を進めて

いる．その中で本稿では，学生の学習目標，将来

に向けた特性の変化や能力の成長度合いのメタ化

と学びへの反映に着目し，キャリア教育における

人間力の自己診断テストと連動した e ポートフォ
リオの開発について述べる．学習動機・学習観・

精神的回復力に基づいた学習者特性および基礎学

力を学生の人間力の尺度として用いる自己診断テ

ストを定期的に実施した上で，学生自身の診断結

果の可視化や，他の学生の自己診断結果に基づい

た情報との比較ができる e ポートフォリオを開発
する．これにより学生が過去から現在までの自身

の成長度合いや変化を振り返り，他の学生の自己

診断結果との関連も意識しながら，自己の未来や

目標に向けての自らの学びの指針や気づきを得ら

れる教育サービスの検討を目指す． 
 
2 先行研究と本研究の位置づけ 
先行研究として，筆者らは田中ら(2012)が中心

となって検討を進めている「学習者特性に着目し

た自己診断テスト」[3]を実施し，この診断結果を
印刷した用紙（以下，個票と記載）を学生に配付

することで，学生が診断結果から何らかの気づき

を得ることができるか検証を試みた[4]．自己診断
テストは，実際の教育現場での検証も重ねられて

いる市川（1995）の学生の学習動機・学習観[5]
および小塩ら（2002）の精神的回復力の尺度[6]
に加え，日本語・英語・数学のプレースメントテ

ストの結果をもとに，学生の総合的な学習者特性

を調査するものである．本研究ではこの学習者特

性を人間力育成に活用できるものとして捉えてい

る．個票には，学習者特性の診断結果に基づいた，

大学での学びや生活の姿勢・関心・態度に向けて

のアドバイジングメッセージ（8 種類）や，基礎
学力テストの得点に基づいた科目毎の学習に向け

てのアドバイジングメッセージ（5 種類）が表示
される．個票のイメージを図 1に示す． 
以下に，先行研究の検証結果をまとめる．個票
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図 1	
 学習者特性に着目した自己診断テストの個票の例  

 
を千歳科学技術大学の学部 1・2年生に配付し，1
年生には平成 24 年度に行った自身の自己診断結
果を確認してもらい，2年生には平成 23・24年度
に実施した自身の自己診断結果を 2 枚の個票で見
比べてもらった上で，アンケートを実施した．ア

ンケートの有効回答者数は 345名（1年生 202名，
2年生 143名）である．図 2は「個票の診断結果
から新たな気づきがあったか」を問う設問の回答

結果である．全体で約半数の学生が「新たに気づ

くことができた」と回答しており，この割合に学

年による大きな差は無かった．回答者の具体的な

コメントでは，「日頃から思っている自分像と異な

る結果に気づかされた」（1年生），「前回と全く変
わっていなかったので，自分は成長していないと

考えさせられた」（2年生）といった気づきにつな
がる内容が寄せられた．図 3 は「調査結果につい
てどの情報が確認できたら良いか（複数回答可）」

という設問の回答結果である．1 年生では，特に
経年的な自己診断結果の比較についての要望が多

いものの，2 年生では，就職など学生の将来を意
識した要望が多くなっていることが分かる． 
本研究は，こうした先行研究の結果を受け，学

生の特性の変化や能力の成長度合いの可視化と比

較の一手法を検討するものである．特に，先行研

究で学生からの要望が大きい経年的な診断結果の

確認および他の学生の診断結果に基づいた情報と

の比較は，学生自身が経年的なふりかえりや進路

選択上の目標を確認するための指標となる可能性

もある．このことから本研究では，e ポートフォ
リオシステムに自己診断結果の可視化機能を構築

することで，過去の自己診断結果や他者の診断結

果に基づく情報との比較を Web 上で簡単に行え
る機能を構築する．詳細は次章以降で述べる． 

 
3 本研究の土台となる e ポートフォ
リオシステム 
本研究の e ポートフォリオシステムの構築は，

千歳科学技術大学の eポートフォリオシステム 



 
図 2 個票の診断結果から気づきがあったか  

 

 
図 3 どの情報が確認できたら良いか  
1:自身の結果の経年的な比較	
 

2:学内や学年の平均との比較	
 

3:他大学の同年代との比較	
 

4:就職が決まった先輩との比較	
 

5:友人との比較	
 

6:その他	
 

 
[7][8]（以下，レガシーシステムと記載）を土台と
して，機能を拡張する．レガシーシステムは e ラ
ーニングシステムおよびコース管理システムとの

データ連係用データベースを介することで，授業

内外の学習履歴や課外活動の成果物（学生の学習

課題の取組状況やWebテストの採点結果，授業や
講座でのふりかえりや自己評価・他者評価の結果）

を集約し反映できる．データ連係の概要図を図 4
に示す．レガシーシステムに反映された情報は，

学生の入学から現在までの過程として経年的に確

認できる．こうしたレガシーシステムを土台にす

る事で，自己診断テストを e ラーニングシステム
のWebテストとして実施し，その結果を集約して
Web 上で可視化できる機能が構築できる．なお，
先行研究で実施した自己診断テストは，集計の都

合上，数学・英語のプレースメントテストのみが

Web テストで行われている．5 章で述べる本研究

の検証においてもこの自己診断テストの結果を用

いるため，日本語のプレースメントテストと学習

者特性のテスト結果もレガシーシステムに集約さ

れるよう，データ連係用データベースに別途登録

をしている． 

 
4 自己診断結果の可視化機能 
本章では，3 章で述べたレガシーシステムを土

台として開発した自己診断テストの結果の可視化

機能について述べる．この機能は，診断結果を確

認する機能，経年的な結果や統計情報との比較機

能の 2つから成る． 
 

4.1 診断結果の確認機能  
この機能では，学生の毎回の自己診断の結果

が表示される．画面イメージを図 5 に示す．図中
①には，学習動機・学習観・精神的回復力に基づ

いた学習者特性が表示される．学習者特性は 3 つ
の因子をそれぞれ「考えようとする力」，「行動し

ようとする力」，「繋がろうとする力」と表現を置

き換えた上で，High（自身の特性として強いと捉
えている）・Low（自身の特性として弱いと捉えて
いる）の 2 値で診断結果が表される．また，診断
結果の根拠も知りたい学生向けに，図中②のボタ

ンをクリックすると，学習動機・学習観・精神的

回復力の値がレーダーチャートで表示されるよう

にした．値は対応する 3 つの因子と同じ色で彩色
し，どの値がどの因子と関連するかが分かりやす

くなることを狙っている．また，2 章で述べた先
行研究の検証過程では，「Highは能力が高く，Low
は能力が低いと判定された」と感じてしまった学

生が多かった．この反省から，画面上の説明に因

子が High・Low となる自己診断テストの解答傾
向の例を取り入れることや，診断結果の根拠の説

明を充実することで，能力測定ではなく，あくま

で「自分自身をどう捉えているか」の診断結果で

あることに誤解を与えないように配慮した．図中

③には，学習者特性の結果に基づいたアドバイジ

ングメッセージ（8 種類）が表示される．図中④
には，数学，英語，日本語の基礎学力テストの得

点に基づいたそれぞれの科目の学習に向けてのア

ドバイジングメッセージ（5種類）が表示される．
これらのアドバイジングメッセージの内容は 2 章
で述べた個票の内容と同じものである．

 



 
図 4 土台となるレガシーシステムのデータ連係の概要図  

 
4.2 経年的な結果や統計情報との比較機能  
この機能では，4.1 節で述べた学生の診断結果

を，経年ごとおよび他者の診断結果に基づいた統

計情報と並べて比較できる．比較できる統計情報

とは，本稿の執筆時点で，本学の学科ごとの診断

結果の統計情報（学習者特性ごとの人数分布のグ

ラフと基礎学力の平均点）に限られている．画面

イメージを図 6 に示す．学生がこれまでに行った
自己診断テストの中から画面に結果を表示したい

ものを選択することで，選択された自己診断結果

が横並びに表示される．さらに，比較したい学科

の統計情報を選択することで，これも学生自身の

自己診断結果と横並びに表示される．これにより

学生が，自身の自己診断結果を経年的に比較でき

るほか，自身の配属学科や他学科における位置づ

け（例として，同じような特性の学生がどのくら

いいるのか，自身の基礎学力は学科の平均と比べ

てどうなのか，など）を確認できることを狙って

いる．なお，学習者特性の根拠となる学習動機・

学習観・精神的回復力については，画面を切り替

えることで，経年的に推移を比較できるグラフも

表示される． 
 
5 利用を通じた検証 

4 章で述べた自己診断結果の可視化機能をレガ
シーシステム上に拡張し，学生の試験利用を通じ

た検証を行った．検証方法は，学生に個票と本研

究で構築した自己診断結果の可視化機能を見比べ

てもらった上で，アンケートを実施した．なお，

アンケートは千歳科学技術大学の学部 1 年生に行
い，有効回答者数は 104名だった． 
以下では，アンケートの結果と検証について記

載する．4.1節に述べた診断結果の確認機能の検証
として，「診断結果は個票に比べ eポートフォリオ
の方がわかりやすいか」という設問の回答結果を

図 7 に示す．大半の学生が，e ポートフォリオの
方がわかりやすいと回答した．特にわかりやすく

なった点として，３つの因子を含めた学習者特性

の説明や，表示の大きさ・色づけによる視覚的な

見やすさを挙げた学生が多く見受けられた．一方

でわかりづらいと回答した学生からは，アドバイ

ジングメッセージの充実などの要望が目立った．



 
図 5 診断結果の確認機能  の画面イメージ  

 
次に，4.2節に述べた経年的な結果や統計情報との
比較機能の検証として，「経年的な結果や統計情報

との比較を今後も活用したいか」という設問の結

果を図 8に示す．これについても大半の学生が「活
用したい」と回答しており，具体的に活用したい

事柄として，将来進みたい進路（学科選択）の指

標や，弱点の発見や勉強の励み，成長具合の確認

に活用したいといった，学生自身の成長の可視化

により今後の努力目標の目安としての活用につな

がるコメントが多く挙げられた．また実際に 18
人が，基礎学力の平均点やアドバイジングメッセ

ージから，学びに対する意気込みを得ることや，

本学では 2 年次に学科配属が行われることから，
将来の配属を目指す学科にむけた自信やポジショ

ンの確認ができた，と回答した．なお，平成 24
年11月時点で学部2年生における検証も継続して
行っており，本稿の発表時には，この結果につい

ても報告したい．

 



 
図 6 経年的な結果や統計情報との比較機能  の画面イメージ  

（右側 2 列が学生自身の経年的な診断結果，左 2 列が各学科の統計情報）  
 

6 考察と今後の課題 
以下では，5 章の検証結果をもとに考察を述べ

る．診断結果の確認機能の検証からは，個票での

確認に比べ本研究で開発した機能の方が，診断結

果の見通しが良くなり，3 つの因子の説明や回答

例なども学生にとって分かりやすいものになって

いることがわかる．一方で，アドバイジングメッ

セージには不満を持っている学生も見受けられた．

一般的にこうしたアドバイジングメッセージが，

学生の自己診断結果への納得感および学びや大学 



 
図 7 診断結果は個票に比べ e ポートフォリオ

の方がわかりやすいか  
 

 
図 8 経年的な結果や統計情報との比較を今後

も活用したいか  
 
生活への反映に向けた指標を得ようとする際に与

える影響は非常に大きいと考えられる．経年的な

利用を想定すると，こうしたメッセージの内容や

種類が各学年向けに充実することや，メッセージ

の妥当性の向上を行うことは，学生の学びの内容

やPDCAサイクルへの実質的な反映につながって
いく可能性もある．次に，経年的な結果や統計情

報との比較機能の検証では，将来の進路に向けた

指標に活用したいという意見が目立った．経年的

な自己診断結果と比較できる対象を学科の統計情

報以外（例：上級生や卒業生の就職分野）にも広

げることで，学年ごとに異なる目標や，卒業後の

出口を見据えた指標なども得られる可能性も考え

られる． 
以下では今後の課題について述べる．本研究で

開発した人間力の自己診断テストと連動する e ポ
ートフォリオでは，学生が自己診断結果を経年的

に確認できることや，他者の診断結果に基づいた

比較を行っていくことで，学生が自身の将来に向

けた学びの指標を得られる可能性があることがわ

かってきた．しかしながら学生がこうした e ポー
トフォリオからどの様な指標を得て学びに反映し

活かせるのかといった質的な部分も含む検証や，

それに向けたアドバイジングメッセージを含む表

示項目の妥当性についての検証には至っておらず，

引き続き検証が必要であろう．また，e ポートフ
ォリオを中心として，学生が継続的・実質的に学

びを行える教育サービスの実践や検討のためには，

学生が診断結果をもとに比較できる情報の拡張や，

教員の利用などを通じた有効性の検証も必要であ

ろう．今後はこうした面を意識して検討を進めて

いく． 
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